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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第23期

第３四半期
連結累計期間

第24期
第３四半期
連結累計期間

第23期

会計期間

自平成24年
10月１日

至平成25年
６月30日

自平成25年
10月１日

至平成26年
６月30日

自平成24年
10月１日

至平成25年
９月30日

売上高　　　　　　　　　　　　　（千円） 13,583,236 12,335,891 17,225,194

経常利益　　　　　　　　　　　　（千円） 594,663 354,251 769,694

四半期純利益       　　　　　　（千円） 279,433 288,186 356,105

四半期包括利益又は包括利益　　　（千円） 478,588 388,314 604,225

純資産額　　　　　　　　　　　　（千円） 3,082,622 3,503,746 3,224,009

総資産額　　　　　　　　　　　　（千円） 8,619,753 8,803,485 9,035,931

１株当たり四半期純利益　　       （円） 25.74 26.55 32.80

潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益　　　　　       　　（円）
－ － －

自己資本比率　　　　　　　　　　　（％） 34.2 37.9 33.9

　

回次
第23期

第３四半期
連結会計期間

第24期
第３四半期
連結会計期間

会計期間

自平成25年
４月１日

至平成25年
６月30日

自平成26年
４月１日

至平成26年
６月30日

１株当たり四半期純利益

又は四半期純損失（△）　　       （円）
7.10 △0.38

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間は、消費税増税に伴う消費意欲の低下が懸念され、外食産業を中心に人材確保のため人

件費高騰の兆候もみられますが、企業業績については底堅い需要と円安効果が反映され、上場企業を中心に増益基調

を維持してまいりました。

　このような経済状況のもとで、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高は12,335百万円

（前年同四半期比9.2％減）、営業利益は334百万円（前年同四半期比42.5％減）、経常利益は354百万円（前年同四

半期比40.4％減）、四半期純利益は288百万円（前年同四半期比3.1％増）となりました。

　

　セグメントの状況は次のとおりであります。

①移動体通信機器販売関連事業

　移動体通信機器販売関連事業につきましては、当期３月末時点で携帯電話の普及台数は13,955万台を超えました

が、株式会社ＮＴＴドコモもｉＰｈｏｎｅの販売を開始し、各キャリアとも継続的に販売競争を展開するなか、顧客

満足度の向上と、各店舗の総合力アップを図りながら販売促進に努めた結果、当第３四半期連結累計期間における移

動体通信機器の販売台数は前期に比較して減少し、新規・機種変更を合わせ120,454台（前年同四半期比16.2％減）

となりました。また、第３四半期の市場動向を見据え、積極的な営業施策を展開した結果、売上高は11,038百万円

（前年同四半期比11.1％減）、営業利益は310百万円（前年同四半期比23.6％減）となりました。

　

②保険代理店事業

　コールセンターを拠点とした保険代理店事業につきましては、子会社である株式会社セントラルパートナーズにお

いて、当期４月より新潟県新潟市の新潟支店も本格稼動し、販売力と生産性の向上に繋げるほか、複数の保険会社の

商品の取扱を継続しております。この結果、前述の商品の販売は順調に推移しましたが、提携ビジネスの効率の悪化

と継続率の一部が想定以上に低下した他、新潟支店稼動に伴う販管費の増加により、当第３四半期連結累計期間にお

ける売上高は797百万円（前年同四半期比4.9％増）、営業利益は30百万円（前年同四半期比86.3％減）となりまし

た。

　

③不動産賃貸・管理事業

　不動産賃貸・管理事業につきましては、子会社であるエスケーアイ開発株式会社で平成19年８月に大型立体駐車場

「エスケーアイパーク法王町」を名古屋市千種区にオープンし、稼働率の向上を図っております。なお、平成25年２

月に名古屋市千種区にオープンした賃貸マンション「センチュリースクエア千種」につきましては、平成26年３月に

売却し、財務体質の強化に努めております。この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は89百万円（前年

同四半期比2.4％減）、営業損失は６百万円（前年同四半期は４百万円の営業損失）となりました。

　

④葬祭事業

　葬祭事業につきましては、子会社であるエスケーアイマネージメント株式会社は平成21年９月に設立後、平成22年

７月に葬儀会館「ティア西尾」を、平成22年11月に葬儀会館「ティア桑名」を、平成23年11月に葬儀会館「ティア東

海」および葬儀会館「ティア知多」を、平成25年７月に葬儀会館「ティア碧南」を、それぞれオープンし、今後の需

要を見据えた積極的な営業政策を継続し、業績向上に努めました。この結果、当第３四半期連結累計期間における売

上高は427百万円（前年同四半期比25.7％増）、営業損失は４百万円（前年同四半期は50百万円の営業損失）となり

ました。
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(2) 資産、負債及び純資産の状況

　当第３四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して売掛金が264百万円減少したも

のの、その他流動資産が144百万円増加したことなどにより、流動資産は51百万円減少し4,347百万円となりました。

一方、固定資産は有形固定資産が375百万円減少し、投資その他の資産が174百万円増加したことなどにより、全体で

181百万円減少し4,455百万円となりました。その結果、資産総額は232百万円減少し8,803百万円となりました。

　負債については、前連結会計年度末と比較して買掛金が377百万円減少したものの、短期借入金が290百万円増加し

たことなどにより、流動負債は51百万円減少し3,314百万円となりました。一方、固定負債は長期借入金が477百万円

減少したことなどにより、全体で461百万円減少し1,984百万円となりました。その結果、負債総額は512百万円減少

し5,299百万円となりました。

　また、純資産については、前連結会計年度末と比較して利益剰余金が179百万円増加し、その他有価証券評価差額

金が94百万円増加したことなどにより279百万円増加し3,503百万円となりました。

 

 　　　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 10,856,500 10,856,500

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は100株であ

ります。

計 10,856,500 10,856,500 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 10,856,500 － 729,364 － 666,862
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（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

（７）【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

　

①【発行済株式】

　 平成26年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　 100 － －

完全議決権株式（その他）（注１） 普通株式　10,856,000 108,560 －

単元未満株式（注２） 普通株式　　　　 400 － －

発行済株式総数 10,856,500 － －

総株主の議決権 － 108,560 －

（注）１.「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権10個）

含まれております。

　   ２.「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式が17株含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成26年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）

株式会社エスケーア

イ　

名古屋市中区千代田

五丁目21番20号
　　　　100 － 　　　　　　100 　　　　0.00

計 － 　　　　100 － 　　　　　　100 　　　　0.00

　

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）および第３四半期連結累計期間（平成25年10月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、栄監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,871,789 1,871,875

売掛金 1,435,131 1,171,098

商品 899,702 977,262

貯蔵品 5,186 4,856

繰延税金資産 86,839 77,358

その他 100,285 245,099

流動資産合計 4,398,934 4,347,549

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,291,082 1,677,682

土地 1,067,760 1,040,443

その他（純額） 103,115 368,067

有形固定資産合計 3,461,957 3,086,193

無形固定資産 60,673 80,732

投資その他の資産 1,114,366 1,289,010

固定資産合計 4,636,997 4,455,935

資産合計 9,035,931 8,803,485

負債の部

流動負債

買掛金 1,018,616 641,174

短期借入金 1,250,000 1,540,000

未払法人税等 227,238 166,962

賞与引当金 78,600 52,478

役員賞与引当金 45,760 34,320

その他 745,873 879,987

流動負債合計 3,366,088 3,314,923

固定負債

社債 230,000 160,000

長期借入金 1,741,085 1,263,901

退職給付引当金 58,857 51,282

役員退職慰労引当金 215,590 230,030

資産除去債務 58,665 60,383

繰延税金負債 105,623 170,073

その他 36,012 49,145

固定負債合計 2,445,833 1,984,816

負債合計 5,811,922 5,299,739
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 729,364 729,364

資本剰余金 666,862 666,862

利益剰余金 1,335,304 1,514,926

自己株式 △13 △26

株主資本合計 2,731,518 2,911,127

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 327,841 422,486

その他の包括利益累計額合計 327,841 422,486

少数株主持分 164,649 170,132

純資産合計 3,224,009 3,503,746

負債純資産合計 9,035,931 8,803,485

EDINET提出書類

株式会社エスケーアイ(E05181)

四半期報告書

 9/16



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 13,583,236 12,335,891

売上原価 10,020,781 8,841,524

売上総利益 3,562,455 3,494,366

販売費及び一般管理費

給料及び賞与 1,094,637 1,190,459

賞与引当金繰入額 45,261 52,478

役員賞与引当金繰入額 36,270 34,320

退職給付費用 11,379 11,049

役員退職慰労引当金繰入額 17,090 14,440

その他 1,776,300 1,857,015

販売費及び一般管理費合計 2,980,938 3,159,764

営業利益 581,517 334,602

営業外収益

受取利息 4,155 548

受取配当金 13,673 18,790

補助金収入 14,100 6,264

その他 7,990 22,033

営業外収益合計 39,919 47,636

営業外費用

支払利息 23,356 21,978

その他 3,416 6,008

営業外費用合計 26,773 27,987

経常利益 594,663 354,251

特別利益

固定資産売却益 24,638 262,867

投資有価証券売却益 42,894 －

その他 2,700 －

特別利益合計 70,233 262,867

特別損失

固定資産売却損 1,543 173

固定資産除却損 640 3,593

店舗閉鎖損失 － 4,909

その他 150 562

特別損失合計 2,333 9,238

税金等調整前四半期純利益 662,562 607,880

法人税、住民税及び事業税 352,565 293,274

法人税等調整額 △9,641 21,272

法人税等合計 342,924 314,547

少数株主損益調整前四半期純利益 319,638 293,332

少数株主利益 40,204 5,146

四半期純利益 279,433 288,186
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 319,638 293,332

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 158,950 94,981

その他の包括利益合計 158,950 94,981

四半期包括利益 478,588 388,314

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 438,306 382,831

少数株主に係る四半期包括利益 40,281 5,482
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【注記事項】

（会計方針の変更）

 該当事項はありません。

　

　

（四半期連結貸借対照表関係）

　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行９行と当座貸越契約および貸出コミットメント

契約を締結しております。契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年９月30日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年６月30日）

当座貸越極度額および貸出コミットメント

の総額
2,800,000千円 2,800,000千円

借入実行残高 1,250,000 1,540,000

差引額 1,550,000 1,260,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

　該当事項はありません。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成25年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成26年６月30日）

減価償却費 144,095千円 149,705千円

　         

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年６月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月13日

定時株主総会
普通株式 108,564 10 平成24年９月30日 平成24年12月14日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年10月１日　至　平成26年６月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月12日

定時株主総会
普通株式 108,564 10 平成25年９月30日 平成25年12月13日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

移動体通信
機器販売
関連事業

保険
代理店
事業

不動産
賃貸・
管理事業

葬祭事業 計

売上高        

外部顧客への売上高 12,419,482 760,105 67,110 336,537 13,583,236 － 13,583,236

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 24,725 3,897 28,623 △28,623 －

計 12,419,482 760,105 91,836 340,435 13,611,859 △28,623 13,583,236

セグメント利益

又は損失（△）
406,690 225,709 △4,607 △50,842 576,950 4,567 581,517

（注）１．調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年10月１日　至　平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

移動体通信
機器販売
関連事業

保険
代理店
事業

不動産
賃貸・
管理事業

葬祭事業 計

売上高        

外部顧客への売上高 11,038,114 797,627 72,260 427,888 12,335,891 － 12,335,891

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 17,366 － 17,366 △17,366 －

計 11,038,114 797,627 89,626 427,888 12,353,257 △17,366 12,335,891

セグメント利益

又は損失（△）　
310,529 30,810 △6,822 △4,898 329,618 4,983 334,602

（注）１．調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成25年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 25円　74銭 26円　55銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 279,433 288,186

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 279,433 288,186

普通株式の期中平均株式数（株） 10,856,428 10,856,407

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年８月11日

 株式会社エスケーアイ

 　取締役会　御中

　

栄監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 田口　滋　　印　

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 玉置　浩一　印　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エス

ケーアイの平成25年10月１日から平成26年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年４月１日か

ら平成26年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年10月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エスケーアイ及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上　

　

　（注）１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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